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斑
鳩
町
議
会
議
長

　

嶋 

田　

善 

行

斑
鳩
町
長

　

小 
城　

利 
重

「中宮寺　注連飾り」／川西 和文　撮影

町
民
に

信
頼
さ
れ
る
、

活
力
の
あ
る

議
会
を

め
ざ
し
て

誰
も
が
自
信
と

誇
り
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て

迎
春

小
城
利
重
町
長
、

嶋
田
善
行
町
議
会
議
長

か
ら
の
、

新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
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住
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
か
ら
の
町
政
へ
の
ご
支
援
と
ご
協

力
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
制
施
行
65
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
22
年
に
誕
生

以
来
、
斑
鳩
町
は
、
豊
か
な
自
然
と
世
界
に
誇
れ
る
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
を
持
つ
町

と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
幾
多
の
先
人
た
ち
の
情
熱
や
ご

努
力
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
と
、
深
甚
な
る
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
平
成
５
年
に
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
が
、
姫
路
城
と
と
も
に
日
本
で

は
じ
め
て
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
て
か
ら
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。

　

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ
の
貴
い
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
使
命
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
年
は
登
録
20
周
年
を
記
念
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
町
民
の
み
な
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
観

光
客
の
方
々
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
斑
鳩
の
里
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
も
て
な
し
の
心
で
斑

鳩
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
以
降
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
絆
が
盛
ん
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、「
家
族
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
を
原
点
に
、

地
域
力
を
高
め
な
が
ら
、
住
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
々
と

の
協
働
の
し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
で
、
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
生
き
生
き
と
学
び
あ
え
る

教
育
の
ま
ち
、
誰
も
が
健
康
で
、
温
も
り
と
や
さ
し
さ
を
実
感
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
誰
も
が
「
住
ん
で

よ
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
実
感
で
き
る
、
自
信
と
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
を
住
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
格
段
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
心
も
新
た
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
議
会
及
び
町
政
に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
制
65
周
年
を
記
念
し
て
、「
斑
鳩
の
里
ふ
る
さ
と
秋
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
参
加
・
ご
協
力

い
た
だ
き
、
町
が
活
気
づ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
の
町
村
で
は
じ
め
て
と
な
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
、
住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働
し
て
、
豊
か
な
環
境
を
次
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
の
取
り
組
み
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
住
民
と
行
政
に
よ
る
「
協
働
の
し
く
み
」
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
第

４
次
斑
鳩
町
総
合
計
画
の
重
点
施
策
で
あ
り
、
今
後
も
さ
ら
に
広
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
、
住
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
住
民
の
付
託
を
受
け
た
議
決
機
関
と
し
て
、
み
な
さ
ま

の
要
望
を
把
握
し
、
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
の
、
私
た
ち
の
生
活
に

密
接
に
関
連
し
た
政
策
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
行
方
に
よ
っ
て
は
、
多
大
な
影

響
も
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す

る
な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ま
の
声
や
要
望
を
届
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
町
議
会
で
は
、
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
議
会
の
在
り
方
を
模
索
し
な

が
ら
、「
議
会
改
革
」
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
町
民
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
、
活
力
あ
る
議
会
を
め
ざ
し
て
、
よ
り
一
層
の
創
意
・
工
夫
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
斑
鳩
町
の
み
な
さ
ま
に
幸
せ
な
笑
顔
が
広
が
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ



�2013.1.  広報 

　

斑
鳩
町
の
物
産
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、

産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
今
年
、
内
容

が
さ
ら
に
充
実
し
て
「
斑
鳩
町
産
業
ま

つ
り
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
の
中
央
公
民
館
は
、
た
く
さ
ん

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
丹
精
込
め

て
育
て
た
自
慢
の
農
産
物
を
誇
ら
し
げ

に
並
べ
る
生
産
者
と
、
我
先
に
と
買
い

求
め
る
消
費
者
。「
野
菜
重
量
当
て
ク

イ
ズ
」
な
ど
の
新
し
い
出
し
物
な
ど
を

楽
し
む
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
子
ど
も
に

負
け
じ
と
は
り
き
っ
て
そ
ば
を
打
つ
大

人
ま
で
、
斑
鳩
の
農
と
食
を
支
え
る
人

た
ち
の
活
気
で
満
ち
あ
ふ
れ
る
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

斑
鳩
町
産
業
ま
つ
り
２
０
１
２
レ
ポ
ー
ト
よ
り

農産物品評会受賞作品

　
見
事
な
で
き
ば

え
の
お
い
し
そ
う

な
野
菜
た
ち
が
展

示
、
表
彰
、
即
売

さ
れ
ま
し
た
。

県知事賞町長賞

町議会議長賞農業委員会会長賞

友好都市物産 商工会物産

餅つき体験 食育体験

かかしコンテスト 被災地支援物産

野菜重量あてクイズ

我が家の「竜田揚げ」自慢対決

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
‼

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
斑
鳩
の
農
業

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
斑
鳩
の
農
業
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　　　　　　　　　　　　では、遊休農地解消を最重点課題に掲げ、平成18年に「斑鳩の里・農と食の活性
化プロジェクト」を設立し、解消に向けて積極的な取り組みをすすめてこられました。地域の新たな振興作
物を創出し、地産地消や食育の推進・加工販売も含めた地域ブランドの確立をめざして、そばや菜の花など
の試験栽培をおこない、これにより生産されたものを利用し、県内大手製麺業者とタイアップして誕生した「中
宮寺門前そば」や、ＪＡ女性部のアイデアから生まれた「黒豆大福」は、商品化されて消費者の好評を得る
と同時に農業と観光・商工が互いに手を取り合い、地域を活性化できる良い前例として期待が寄せられてい
ます。
　これらの取り組みは、町・ＪＡ・農業団体・地域住民・ボランティア団体が連携した特色のある遊休農地
対策であるとして、平成22年には、全国農業委員大会の「耕作放棄地発生防止・解消活動表彰」において「全
国農業委員会議所会長特別賞」を受賞しました。

　　　　　　　　　　　　では、斑鳩町の農業振興を目的として、技術指導研修会・先進技術研修会、新規
作物の導入、地場産物の普及活動、食品活動の推進に取り組んでおられます。産業まつりでの農産物即売会
のほか、町内の小中学校・保育園に給食食材を納めるなどの地産地消の推進にも力を入れられています。

　斑鳩町でできたそば粉で
そば打ちを体験。自分で
打ったそばの味は格別なは
ず？

斑鳩町農業委員会

斑鳩町農業振興会

遊休農地解消事業から
生まれた地域ブランド品の数々

そばサポーターによるそば栽培

農産物即売会のようす

「そば打ち」
　体験コーナー

町内小学校による

農業体験学習の発
表



�2013.1.  広報 

域力　災害に備え　育てよう
～ 地区別防災訓練 ～

1 0 / 2 0 　昭和町自治会・自警団

　いつやってくるかわからない災害に備え、とっさ

の判断と素早い行動で、被害を最小限に抑えるため

にと、昭和町自治会・自警団により地区別防災訓練

がおこなわれました。

　通報訓練や放水訓練、応急救護訓練など、日ごろ

できない訓練に、参加された自治会のみなさんは真

剣な表情でそれぞれの役割を果たしていました。

　訓練後、参加者のみなさんは「いざというときは、

力を合わせて、自分たちのまちは自分たちで守らな

ければ」という気持ちを新たにしているようでした。

地 れいだね　竜田の川の　紅葉狩り
～ 竜田川紅葉祭り ～
1 2 / 1 ～ 2 ・竜田川畔

　毎年恒例の斑鳩の秋の風物詩、「竜田川紅葉祭

り」が催され、竜田川畔はたくさんの人で賑わい

ました。

　初日の12月１日は、鯉の放流やお茶会のほか

フリーマーケットなどがおこなわれました。今年

は東日本大震災の被災地である岩手県大槌町など

の物産もたくさん並び、参加者は、買い物を楽し

んだり、紅く染まった紅葉に囲まれた野点でお茶

を味わったりと、思いおもいに心癒されるひとと

きをを楽しんでいるようでした。

き

いしいね　上ノ太子の　みかん狩り
～ ふれあい TAISHI ２０１２ ～
1 1 / 1 1 ・大阪府太子町

　太子ゆかりの友好都市である、大阪

府太子町の催し、「ふれあい TAISHI

２０12」へ約70人の住民のみなさん

が参加されました。会場では、ステー

ジイベントやフリーマーケット、ミニ

動物園などで、地元のみなさんや動物

たちとのふれあいを楽しみました。そ

のあとは、上ノ太子みかん園でのみか

ん狩り。甘いみかんを味わいました。

雨がぱらつくあいにくの天気ではじ

まった今回の住民交流でしたが、参加

した子どもたちがあふれる元気でかごいっぱいのみかんを採った

頃には、雨はすっかり上がっていて、さわやかな秋の楽しい思い

出になったようでした。

お
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Ｍで　収穫増やせ　ごみ減らせ
～ 生ごみ堆肥化講習会 ～

1 1 / 1 7 ・ 1 1 / 2 2 ・役場地下大会議室

　ＥＭ（安全で有用な微生物）を使って生ごみを堆

肥化する方法を知ってもらい、楽しみながら菜園の

活性化と生ごみの減量に役立ててもらおうと、生ご

み堆肥化講習会がおこなわれました。入門編と経験

者編がそれぞれ別日程で開催され、「ＥＭボカシネッ

トワーク・なら」の後藤和子先生が豊富な経験談と

レベルに応じたわかりやすい説明をされました。そ

の後、堆肥化作業の実践練習がおこなわれ、参加者

のみなさんからは、「新しい情報が得られてよかっ

た」「色々挑戦してみるのは楽しい」という声が聞

かれました。

Ｅ 生は　出会いで育ち　育てられ
～ 家庭教育講演会 ～
1 1 / 1 2 ・中央公民館

　子育て中の人を対象に、羽衣国際大学の向出佳

司先生をお迎えしての講演会が開かれました。先

生は、「多くの知識より多くの知人を持つ」「一語
3

一会」などのキーワードを紹介しながら、教鞭を

とりつつ夜回り先生やカウンセラーとしても活躍

された体験談をユーモアを交えて終始テンポよく

話されました。

　参加者のみなさんは時間がたつのも忘れ、人と

の出会いや関わり方、言葉の大切さについて楽し

く学ぶことができた講演会となりました。

人

田川　紅葉散るあと　イカル舞う
～ 聖徳太子歴史資料室講座 ～
1 1 / 2 0 ・町立図書館

　「これから出会える竜田川の冬の鳥たち」と題して、竜

田川周辺で鳥たちを長年観察してこられた勝田均さん・緑

さんを講師にお招きしてお話を聞きました。望遠鏡で鳥の

様子をのぞく体験コーナー、陸鳥たちが食べる木の実など

も準備され、バードウォッチン

グ気分を満喫。斑鳩の地名の由

来ともされる鳥「イカル」につ

いても、飛来数のグラフ、観察

スポットや、木の実をついばみ

群れる愛らしい姿がスライドで

紹介されました。竜田川周辺の

地域は、「常時50種以上の野鳥

が観察できる、野鳥にとってよ

い環境といえるでしょう」との

勝田さんの言葉に、斑鳩の自然

について考えさせられたひとと

きでした。

竜 づくりで　新年祝う　干支飾り
～ 子ども工作教室 ～
1 1 / 2 5 ・町立図書館

　子どもたちに手づくりの楽しさや喜びを

知ってもらおうと、小学生を対象に「ぬの

絵で干支（へび）を作ろう」と題した工作教

室が開かれました。低学年の参加者も、講

師の田中明子先生らスタッフの手を借りな

がら、全員が最後まで作り上げ満足そうな

笑顔を見せていました。この教室は今年で

12回目となり、兄弟で続けての参加で12

の干支が揃ったという参加者もおられまし

た。

手
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総
務
課
（
1
内
線
２
７
４
）

▼人件費の状況（普通会計決算）

▼職員の任免および職員数に関する状況

区 分 住民基本台帳人口 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率
（年度末） （B/A）

22年度 2 8 , 4 4 3 人 77億1,416万円 6億2,636万円 14億9,718万円 19.4%

23年度 2 8 , 4 0 5 人 75億5,296万円 6億3,375万円 14億8,454万円 19.7％

（注） 人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

▼職員給与費の状況（一般会計予算）

区　分
職員数 給　　　　与　　　　費 1人当たりの給与費
（A） 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B） （B/A）

24年度 178人 6億7,269万円 1億3,250万円 2億4,467万円 10億4,986万円 590万円

（注） １．職員手当には退職手当を含まない。 ２．給与費は当初予算に計上された額です。

▼職員の経験年数別・学歴別平均給料
月額の状況

区　分 経験年数 経験年数 経験年数
10年 15年 20年

一　般
大学卒 265 ,980円 297 ,500円 348 ,200円

行政職
高校卒 ― ― 320 ,400円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務
している場合は、採用後の年数をいうものである。

町長・副町長は給料の減額措置後

▼職員手当の状況（平成23年度）

（注）退職手当の１人当たりの平均支給額は、前年度に退職し
た全職種にかかる職員に支給された平均額である。

▼特別職の報酬等の状況

区　分 月　額 期末手当の支給割合

○一般行政職の級別職員数の状況
区　　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級

標準的な職務内容
主事補 主事

主査 係長 課長補佐 課長 部長
計

技師補 技師

職　員　数 11人 8人 25人 30人 19人 15人 4人 112人

構　成　比 9 .8% 7 .1% 22 .3% 26 .8% 17 .0% 13 .4% 3 .6% 100%

１年前の構成比 7 .2% 7 .2% 24 .3% 27 .1% 17 .1% 13 .5% 3 .6% 100%

５年前の構成比 1 .8% 13 .5% 23 .5% 27 .0% 16 .2% 14 .4% 3 .6% 100%

（注） １ 斑鳩町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

給
 
料

報
 
酬

町 長

副町長

議 長

副議長

議 員

7 3 6 , 0 0 0 円

6 3 7 , 4 5 0 円

3 4 9 , 0 0 0 円

2 9 3 , 0 0 0 円

2 7 6 , 0 0 0 円

6月期 1.40月分

12月期 1.55月分

計あ 2.95月分

加算措置 有

参

考

区分 斑　　鳩　　町 
期末手当 

職制上の段階、職の級等による加算措置有 

その他の加算措置 
定年前早期退職特別措置（2％～20％加算） 
１人当たり平均支給額  
  0,090万円（自己都合退職） 
  2,241万円（勧奨・定年退職） 

定年前早期退職特別 
措置（2％～20％加算） 

勤勉手当 

自己都合 勧奨・定年 

支 給 期 

（支給率） 

2.60月分 1.35月分 計 

1.225月分
1.375月分 

0.675月分
0.675月分 

６月期
12月期

23.50月分
33.50月分 
47.50月分 
59.28月分 

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分 

勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 

国 

斑
鳩
町
と
同
じ 

勤
勉
手
当 

期
末
手
当 

退 

職 

手 

当 

◯地域手当（23年度普通会計決算） 
支 給 対 象 地 域 

支   給   率 

支 給 対 象 人 数  

国   の   制   度 

支給対象職員１人当たり 
平 均 支 給 年 額 

全 域 

３％ 

全職員 

３％ 

   
112,815円 

◯時間外勤務手当（普通会計決算） 
支 給 総 額 
職員１人当たり 
支 給 年 額 
支 給 総 額 
職員１人当たり 
支 給 年 額 

45,609千円 

264千円 

45,894千円 

258千円 

22
年
度 

23
年
度 

◯特殊勤務手当（2 3 年度普通会計決算） 

支給対象職員１人 
当たり平均支給年額 

５  

職員全体に占める 
手当支給職員の割合 

手当の種類（手当数） 

1 3 . 3 ％  

1 5 2 , 0 4 3 円  

代表的 
な手当 
の名称 

支給額の 
多い手当 

多くの職 
員に支給 
されてい 
る手当 

ごみ収集処理手当、 
犬猫等死体処理手当 

ごみ収集処理手当、 
犬猫等死体処理手当 

◯その他の手当 

配偶者 

扶養親族 

13,000円 

6,500円 

交通機関利用（最高限度額） 
自動車２㎞～５㎞ 
   ５㎞～10㎞ 
   10㎞～15㎞ 

55,000円 
2,000円 
4,100円 
6,500円 

借家 

持家 

27,000円（上限） 

2,500円（上限） 

区分 内　容（月額） 

扶養 
手当 

住居 
手当 

通勤 
手当 

等 

（平成24年4月1日現在）

（平成24年4月1日現在）

（平成24年4月1日現在）

人事行政運営における公平性、透明性を高めるため、斑鳩町人事行政の運営等の状況の
公表に関する条例に基づき、町職員の人事制度全般の状況について公表します。

○採用者数

平成23年度採用 一般事務職 ５人

○退職者数

平成23年度退職
定年退職 ４人

勧奨・その他 ７人

お
知
ら
せ

し
ま
す

�2013.1.  広報 



▼職員の平均給料・月額平均給与月額
（平均年齢）と初任給の状況

▼部門別職員数の状況と主な増減理由

職　員　数 対前年
主な増減理由

平成23年 平成24年 増減数

議 会 ３ ２ －１ ¡欠員不補充に伴う減員

総 務 28 29 １ ¡法改正に係る事務増

税 務 11 11 ０

民 生 35 40 ５ ¡退職者補充及び保育児童の増

衛 生 39 38 －１ ¡退職者不補充に伴う減員

農 水 ４ ４ ０

商 工 ２ ２ ０

土 木 17 16 －１ ¡事業減に係る減員

小 計 139 142 ３

教 育 35 36 １ ¡欠員補充に伴う増員

小 計 35 36 １

水 道 ９ ８ －１ ¡退職者不補充に伴う減員

下水道 ６ ６ ０

国 保 ４ ４ ０

介 護 ３ ３ ０

その他 ― ― ―

小 計 22 21 －１

合  計 196 199 ３

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員などを含み、臨時的または非常勤職員をのぞいてい
る。

一

般

行

政

部

門

特別行政
部　　門

会
計
部
門

公
営
企
業
等

（平成24年4月1日現在）

（各年４月１日現在）
（人）

▼定員適正化計画の数値目標および進捗状況
①定員適正化目標（数・率）

平成22年４月を終期とした集中改革プランに
よる斑鳩町定員適正化数値目標は、一般行政部
門・特別行政部門・公営企業等会計部門の全部
門において、目標値を達成しています。今後は、
必要に応じた行政サービスの提供に向け、部門
及び業種ごとに人員の目標設定をおこない、新
たな定員適正化計画の策定を進めます。

②定員適正化手法の概要
退職者補充等の必要最小限の採用、事務事業

の見直し、民間委託の推進、施設の統廃合、
ＯＡ化等による事務合理化の推進、職員研修の
強化等により定員の適正化を図る。
ア．定員シーリング方式

各部門において、毎年度職員数の定員を見
直す。
イ．サンセット方式

期限の定められた事業については、事業終
了時の自動的な定員のスクラップを原則とす
る。
ウ．民間委託等

施設管理部門等のうち委託化できるものに
ついては、積極的に委託する。
エ．組織、機構改革

行政需要に対応した組織、機構改革を行う
こととする。
オ．公務能率の向上

目標を定め、その達成度を示し、公務能率
の向上に努める。

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 （各年４月１日現在）
（人）

21年度 22年度 23年度 24年度
適正化計画 計画（目標値）
数値目標 との増減理由

議 会 3 3 3 2（-1） 3 欠員不補充

総 務 26（-1） 28（+2） 28 29（+1） 27 事業増加

税 務 11（+1） 11 11 11 12 事務合理化

民 生 37（-1） 38（+1） 35（-3） 40（+5） 41 欠員不補充

衛 生 38（+1） 39（+1） 39 38（-1） 39 欠員不補充

農 水 4 4 4 4 4

商 工 2 2 2 2 3 欠員不補充

土 木 18（-2） 18 17（-1） 16（-1） 20 事業減

小 計 139（-2） 143（+4） 139 142 149

教 育 39 38（-1） 35（-3） 36（+1） 40 民間委託等

小 計 39 38（-1） 35（-3） 36（+1） 40

水 道 9（-1） 9 9 8（-1） 10 欠員不補充

下水道 6（+1） 5（-1） 6（+1） 6 6

国 保 5（+1） 4（-1） 4 4 4

介 護 4 3（-1） 3 3 4 欠員不補充

その他 1（+） 0（-1） － － －

小 計 25（+2） 21（-4） 22（+1） 21（-1） 24

合   計 203 202（-1） 196（-6） 199 213

一

般

行

政

部

門

特別行政
部　　門

会
計
部
門

公
営
企
業
等

（注）国の平均給与月額は給与改定・臨時特例法に基づく
給与減額支給措置後の額。（平均7.67％減額）

斑鳩町 国

3 2 0 ,5 3 5円 平均給料月額 3 0 4 , 9 4 4円

4 2 . 6歳 平均年齢 4 2 .8歳

（一般行政職）

3 1 6 ,8 7 2円 平均給料月額 2 7 0 , 4 6 5円

5 2 . 2歳 平均年齢 4 9 .7歳

（技能労務職）

1 7 2 ,2 0 0円
上級職

1 7 2 , 2 0 0円
（大卒）初任給

1 4 0 ,1 0 0円
初級職

1 4 0 , 1 0 0円
（高卒）初任給

1 8 4 ,2 0 0円
大卒採用２年

1 8 4 , 2 0 0円
経過日給料額

1 4 8 ,5 0 0円
高卒採用２年

1 4 8 , 5 0 0円
経過日給料額

（ ）は対前年増減数
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（注）�職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員などを含み、臨時的または非常勤職員を除いている。



（平成23年度）

（平成23年度）

（平成23年度）

勤務条件に関する措置の要求 ０件

不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件

▼職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

▼職員の分限および懲戒の状況

② 年次有給休暇の取得状況

総付与日数 総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率

7,111日 1,246日 179人 ７日 17.5％

③ 育児休業の状況

男性 女性

新たに育児休業を取得した者 ０人 １人

前年度から引き続いている者 ０人 ６人

▼職員の服務の状況
○職員の営利企業等従事許可の状況

▼職員の研修および人事考課の状況

研　修　種　別 講座数 受講者数

一般研修

部課長・課長補佐・係長・ ５ 18人
新規採用職員、技能労務職
等研修

専門研修

メンタルへルス・普通救命・ 16 215人
法学・固定資産税・広報等
研修

自主研修

先進地視察・自主研究グル
ープ・斑鳩らしさウオッチ ２ ３人

ング研修、資格取得講座、
通信教育講座等

回　　　　　数 年１回

時　　　　　期 考課基準日……１月１日

対　象　人　数
全職員（休職等で考課期間中の勤務
月数が６月未満の者を除く）

考 課 の 方 法
本人考課および２段階の複数の上司
による人事考課

▼職員の福祉および利益の保護の状況

健康診断の種類 受診者数

定期健康診断 179人

▼公平委員会に係る業務に関する状況

▼斑鳩町職員人材育成基本方針の概要
地域の自主性及び自律性を高めるための改革の推進に伴

い、これからも国と地方公共団体の役割分担がより明確に

されてくるなか、地方公共団体が自らの権限に基づいて各

種施策を決定し実行していくことになります。このため、

引き続き、人材育成についての重点項目や育成の方法、職

員研修計画等を定めた、「斑鳩町職員人材育成基本方針」

に基づき、町職員の資質向上と意識改革に努めます。

（平成23年度）

（平成23年度）

（平成23年度）

（平成23年度）

（平成23年）

（平成23年度）

（平成23年度）

処分の種類
降任 免職 休職 降給 計

処分の具体的事由

勤務実績がよくない場
０人 ０人 ０人 ０人 ０人

合

心身の故障の場合 ０人 ０人 ２人 ０人 ２人

職に必要な的確性を欠
０人 ０人 ０人 ０人 ０人

く場合

職制、定数の改廃、予
算の減少により廃職、 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
過員を生じた場合

その他 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

② 懲戒処分者数

処分の種類
戒告 減給 停職 免職 計

処分の具体的事由

法令に違反した場合 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

職務上の義務に違反し
１人 ２人 ０人 ０人 ３人

た場合

全体の奉仕者たるにふ
さわしくない非行のあ ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
った場合

１週間の
開始時間 終了時間 休憩時間

勤務時間

12：00～
38時間45分 ８：30 17：15

13：00

営利を目的とする私企業を営むことを目的と
する会社、その他役員、顧問、評議員および

０人
当該会社、団体の重要方針決定に参画する上
級職員の地位をかねる場合

自ら営利を目的とする場合 ０人

報酬を得て事業又は事務に従事する場合 ０人

斑鳩町の人事行政の運営状況
お知らせします

① 職員の勤務時間について（標準的なもの）

① 分限処分者数

② 人事考課の状況

① 職員研修の実施状況
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お知らせします
斑鳩町の人事行政の運営状況



4 3 2 1

斑鳩文化財センター
（☎0745-70-1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

斑鳩と伊予の深いつながり

11 2013.1.  広報 

　

昨
年
は
『
古こ

事じ

記き

』
が
完
成
し
て

１
３
０
０
年
と
い
う
記
念
の
年
で
し
た

が
、
今
年
は
『
風ふ
ど
き
土
記
』
の
編へ
ん
さ
ん纂
が
始

ま
っ
て
１
３
０
０
年
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
『
風
土
記
』
の

聖
徳
太
子
に
関
す
る
お
話
か
ら
、
斑
鳩

と
も
縁
の
あ
る
伊い

予よ
の
く
に国（
現
在
の
愛
媛

県
）
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

『
風
土
記
』
と
聖
徳
太
子

　
『
風
土
記
』
と
は
、
各
国
の
地
名
の
由

来
や
産
物
、
伝
承
な
ど
を
記
載
し
た
地ち
し誌

で
、
和わ

銅ど
う
６
（
７
１
３
）
年
に
元げ
ん
め
い明
天
皇

が
諸
国
に
編
纂
を
命
じ
ま
し
た
。し
か
し
、

現
存
す
る
『
風
土
記
』
は
、
常ひ
た
ち陸
国
（
茨

城
県
北
東
部
）・
出い
ず
も雲
国
（
島
根
県
東
部
）・

播は
り
ま磨
国
（
兵
庫
県
南
西
部
）・
豊ぶ
ん
ご後
国
（
大

分
県
の
大
部
分
）
・
肥ひ
ぜ
ん前
国
（
佐
賀
県
と

長
崎
県
）
の
5
つ
だ
け
で
、
残
念
な
が
ら

『
大
和
国
風
土
記
』
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
存
し
な
い
『
伊
予
国
風

土
記
』
は
、「
伊
予
国
風
土
記
逸い
つ
ぶ
ん文
」
と

し
て
、
鎌
倉
時
代
末
に
書
か
れ
た
『
釈
し
ゃ
く
日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
に
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
法ほ
う
こ
う興
６
（
５
９
６
）
年
に
聖
徳

太
子
が
恵え
じ慈
法ほ
う

師し

と
葛
か
つ
ら
ぎ
の
お
み

城
臣
と
と
も
に
、

日
本
三
大
古
泉
の
ひ
と
つ
で
あ
る
道ど
う
後ご

温

泉
を
訪
れ
、
湯ゆ
の
お
か岡
に
石
碑
を
作
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
こ
の
石
碑
は

現
存
せ
ず
、
聖
徳
太
子
伝
承
の
ひ
と
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
聖
徳
太
子
と
伊
予
と
の

関
わ
り
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

伊
予
と
斑
鳩
・
法
隆
寺
の
つ
な
が
り

　

こ
の
こ
と
は
他
の
文
献
史
料
や
考
古
資

料
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。『
法ほ
う

隆り
ゅ
う

寺じ

伽が

藍ら
ん

縁え
ん

起ぎ

并
な
ら
び
に

流る

き

し
記
資
財ざ
い

帳ち
ょ
う

』
に
よ
る
と
、

法
隆
寺
の
庄
し
ょ
う
そ
う
倉
（
荘
園
か
ら
納
め
ら
れ
た

米
な
ど
を
蓄
え
た
倉
庫
）
が
畿
内
と
播
磨

国
、
讃さ
ぬ
き岐
国
（
香
川
県
）、
伊
予
国
に
集

中
し
て
置
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
伊
予

国
に
は
、
神か
み
野の

郡ぐ
ん
・
和わ
け気
郡
・
風か
ざ
速は
や

郡
・

温
泉
郡
・
伊
予
郡
・
浮う
き
あ
な穴
郡
・
骨こ
つ
奈な

島
の

6
郡
1
島
に
全
部
で
14
ヶ
所
が
置
か
れ
、

畿
内
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
法
隆
寺
の
庄
倉
の
約
３
分
の
１
を
占

め
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
伊
予
国
に
所
在
し
た
古
代
寺

院
の
遺
跡
か
ら
、
法
隆
寺
西
院
伽
藍
の
創

建
瓦
で
あ
る
「
法
隆
寺
式
軒の
き
が
わ
ら瓦
」
と
呼
ば

れ
る
複ふ
く
べ
ん
は
ち
べ
ん
れ
ん
げ
も
ん
の
き
ま
る
が
わ
ら

弁
八
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
や

均き
ん
せ
い
に
ん
ど
う
か
ら

整
忍
冬
唐
草く
さ
も
ん
の
き
ひ
ら
が
わ
ら

文
軒
平
瓦
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
法
隆
寺
式
軒
瓦
の
出
土
し
た
古
代

寺
院
は
11
ヶ
寺
あ
り
ま
す
が
、そ
の
う
ち
、

湯ゆ
のノ
町ま
ち

廃は
い

寺じ

・
石い
し
手て

寺
・
中な
か
む
ら村
廃
寺
は
温

泉
郡
に
、
上か
み
吾あ

川が
わ

古こ

泉い
ず
み

廃
寺
は
伊
予
郡

に
、
上う
え
野の

廃
寺
は
浮
穴
郡
に
所
在
し
、
庄

倉
の
所
在
地
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、近
代
で
は
明
治
28
（
１
８
９
５
）

年
に
、
松
山
市
出
身
の
正ま
さ
お
か岡
子し
き規
が
奈
良

を
訪
れ
、「
柿
食
え
ば　

鐘
が
鳴
る
な
り

　

法
隆
寺
」
の
俳
句
を
詠
ん
だ
こ
と
は
有

名
で
す
。
現
在
、
こ
の
句
の
刻
ま
れ
た
句

碑
が
法
隆
寺
境
内
の
鏡
池
の
ほ
と
り
に

立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
斑
鳩
と
伊
予
は
古
代
か

ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
関
係
が
深
い
こ
と

か
ら
、
現
在
、
子
規
の
俳
句
が
縁
で
、
松

山
市
と
本
町
で
は
観
光
分
野
を
中
心
と
し

た
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

◀ 

法
隆
寺
式
軒
丸
瓦



☎
０
７
４
５
�
７
７
３
３

●
お
す
す
め
の
本
●

　

図
書
館
に
新
し
い
視
聴
覚
資
料
が
入
り

ま
し
た
。
寒
い
冬
に
、
ゆ
っ
く
り
と
映
画

男 女 共 同 参 画
社 会 を つ く ろ う

ver.130
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古
代
の
権
力
闘
争
を
映
す
葛
城
古
道
、

推
古
朝
の
国
内
改
革
と
外
交
政
策
が
作
り

上
げ
た
奈
良
盆
地
の
東
西
を
貫
く
道
路

網
、
中
央
と
地
方
拠
点
を
直
結
し
大
和
朝

廷
の
支
配
を
広
げ
た
七
道
駅
路
…
。
５
世

紀
か
ら
10
世
紀
の
古
代
の
道
と
そ
の
歴
史

を
、
考
古
学
の
知
見
を
交
え
て
読
み
解
き

ま
す
。
竜
田
道
に
も
触
れ
、
読
み
や
す
い

コ
ラ
ム
も
充
実
。
奈
良
古
道
散
策
の
参
考

に
ど
う
ぞ
。

近
江
俊
秀
／
朝
日
新
聞
社

『
道
が
語
る
日
本
古
代
史
』

性別により、地域での役割
が決まってしまう慣習やしき
たり。
原因は「性別役割分担意識」
　地域で何か催し物などをやろ
うということになると、企画は
男性、食事等の準備は女性とい
うことが暗黙のうちに決められ
ていることがありませんか。こ
れは固定化された慣習やしきた
りによる男女の役割分担の一例
です。男女が対等な立場で地域
活動に参画し、責任を分かち合
うことで地域に活気が出ること
でしょう。「女性だけに雑用を
頼んでいないか」「男性だけで
企画・運営をしていないか」、
参加している地域の活動を振り
返り、私たち一人ひとりが意識
を変えていく必要があります。

男性、女性、高齢者、子
ども、いろいろな人の意
見を取り入れていますか？
　地域をよくしようと考えてい
るのは、男女とも同じです。「こ
んな問題がある」「こんなこと
がしたい」と感じている女性も
いるでしょう。女性の代表が役
員会に参加して意見を述べる機
会を作るなど、女性の意見を反
映するしくみづくりについて話
し合ってみましょう。
　男女が一緒になって地域の課
題解決に参加することで、新し
い視点での取り組みが生まれて
地域での活動がより活発になり
ます。これは子どもや高齢者に
ついても同じです。性別や年齢
を問わず、幅広い人が地域の活
動に参加しやすい環境を作る工
夫をしましょう。

積極的に、女性の登用を
　地域の日常的な活動は女性が
おこなっていても、役員は男性
がするものと決めていません
か？地域には、地域の情報や人
とのつながりが豊富な女性がた
くさんいます。そのような魅力
ある人材を登用しないのは、も
ったいないことです。また、女
性も積極的に役員などを引き受
ける姿勢が大切です。たとえば
男女の役員が協力して、性別や
年齢を問わず幅広い人が参加し
やすい行事を企画してみたりす
ることが、地域の活動の活性化
につながっていくこともあるで
しょう。

いろいろな人の声を
　地域活動に活かそう！

　「男女共同参画社会」の実現は、これからの地域活性化の鍵にな
ると言われています。地域社会で女性の参画を進め、男女がともに
パートナーとして地域の活動に取り組むにはどうしたらよいので
しょうか。今回は、地域における男女共同参画を特集します。



鑑
賞
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
Ｄ
Ｖ
Ｄ
》

　
「
岳
／
ガ
ク
」

　
「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
３
」

　
「
ト
イ
ス
ト
ー
リ
ー
３
」

　

�「
鬼
に
訊
け　

宮
大
工
西
岡
常
一
の
遺

言
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

　

※
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
館
内
で
の
み
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
図
書
館
内
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

︱ 

今
月
の
お
は
な
し
会 

︱

町
立
図
書
館

　

日
時　
１
月
９
日（
水
）
午
後
２
時
～

　
　
　
　

１
月
19
日（
土
）
午
後
３
時
～

公
民
館
図
書
室

　

今
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

　みなさんの家から出たごみは、収集車で運ばれた
あと、どこへ行って、どんなふうに処理されている
のか知っていますか？
　ごみのゆくえを見ると、ごみの分別の大切さがよ
く分かるよ。

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き
継いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開して
いるキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

ごみのゆくえを見に行こう
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焼却処理施設の見学

　斑鳩町では、毎年、「ごみのゆくえ
探検ツアー」としてごみの処理行程の
見学会を実施しています。
　今年度は、斑鳩町が平成２４年４月
より可燃ごみ処理を委託してる民間業
者の焼却処理施設と、以前の参加者ア
ンケートで見学希望の多かったテレビ
のリサイクル施設の見学をおこないま
した。
　普段見ることのできない場面がいっ
ぱい！みなさんも次の機会にぜひ、ご
参加ください。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

11月

10月

９月

平成24年度

平成23年度

平成24年度

平成23年度

平成24年度

平成23年度

11月の生ごみたい肥化量18,022㎏
　可燃ごみの6.7％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数2,471世帯（11月末）

教えてパゴちゃん！

●�常に炉の温度を管理しています。高温処理されて残った灰
は、道路等をつくる時の土木資材に利用されます。

●�ブラウン管テレビが
各パーツごとに細か
く分解され、リサイ
クルされます。

参加者の声♪
　テレビのリサイクル料は高いなといつも感じていました
が、手作業で行う危険をともなう作業を間近にみて、きちん
とリサイクル料を支払おうと思いました。

参加者の声♪
　町内のごみ処理場が廃止さ
れ、委託された業者がどのよ
うな処理をしているか気に
なって見学ツアーに参加しま
したが、きっちりとリサイク
ル処理されている場所をみて安心しました。

未来が変わる。
日本が変える。

テレビリサイクル
施設の見学



主な連絡先
斑鳩町役場
	 0745-74-1001
上水道課
	 0745-74-1401
下水道課
	 0745-74-2406
町立図書館
	 0745-75-7733
中央公民館
	 0745-74-1511
東公民館
	 0745-74-4122
西公民館
	 0745-75-3911
中央体育館
	 0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 0745-70-1000
保健センター
	 0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 0745-74-0990
衛生処理場
	 0745-74-2371
西老人憩の家
	 0745-74-1517
東老人憩の家
	 0745-74-5050
三室休日診療所
	 0745-74-4100
いかるがホール
	 0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 
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●
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12
月
16
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
衆
議
院
小

選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
斑
鳩
町
内
投
票

所
に
お
け
る
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当
日
有
権
者
数　
　
　

２
３
，
１
７
０
人

投　
票　
者　
数　
　

１
５
，
２
２
８
人

投　
　
票　
　
率　
　
　

６
５
・
７
２
％

候
補
者
別
得
票
数
（
敬
称
略
・
届
出
順
）

　

中
村　

て
つ
じ　
　
　

１
，
４
２
３
票

　

百
武　

タ
ケ
ル　
　
　

１
，
９
９
２
票

　

な
み
か
わ　

健　
　
　

３
，
５
２
８
票

　

高
市　

早
苗　
　
　
　

６
，
９
０
０
票

　

中
野　

あ
け
み　
　
　

１
，
０
５
５
票

選
挙
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

斑
鳩
町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
０
０
１
内
線
２
６
３
）

斑
鳩
町
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

　
（
総
務
課　

☎
内
線
２
０
３
）

　

斑
鳩
町
政
治
倫
理
審
査
会
は
、
町
長
及

び
町
議
会
議
員
の
倫
理
規
定
を
定
め
た

「
斑
鳩
町
政
治
倫
理
条
例
」
に
基
づ
き
政

治
倫
理
確
立
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
調

査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
審
査
会
の
委
員
の
う
ち
、
２
人
を
公
募

し
ま
す
。

公
募
人
数　
２
名

応�

募
資
格　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、

斑
鳩
町
議
会
議
員
・
斑
鳩
町
長
の
選
挙

権
の
あ
る
人
。

応�
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
職
業
と
応
募
の
理
由

（
１
０
０
字
程
度
）
を
便
せ
ん
な
ど
に

書
い
て
、
１
月
31
日（
木
）ま
で
に
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は
直
接
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選�

出
、
選
任
方
法　
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
２
月
７
日（
水
）午
前
10
時
か
ら
役

場
１
階
第
２
会
議
室
に
お
い
て
公
開
抽

選
に
よ
り
選
出
の
う
え
、
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
し
ま
す
。
な
お
、
議
会
上

程
時
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職

業
及
び
経
歴
を
付
記
し
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

委
員
任
期

　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

～
平
成
27
年
３
月
31
日

● 
選
挙
結
果 

●

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 8日㈫、15日㈫、22日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
24日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

10日㈭、17日㈭、31日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 9日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 8日㈫
青少年悩みごと
教 育 相 談

毎週火・金・土曜日
（ただし、1日は除く） 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

℡  0744-44-2055
℻0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

母と子の悩みごと
相 談

全日電話相談（毎週月～金曜日（休日除く）8:30～17:30)
福祉課（☎内線125）

女性のための相談
11日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3025日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 19日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 

募　
集 

●

※相談の日程が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

1月の相談
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総
務
課
（
1
内
線
２
７
４
）

　町役場では、職員の欠員や業務の増加による臨時的補充のため、臨時職員登録の募
集をおこないます。なお、職種により採用前に面接をおこなう場合があります。

　　受付　�１月10日（木）～31日（木）（土・日・祝日を除く）午前８時30分～午後５時
30分、総務課で受け付けします。

　　　　　※�臨時職員の応募は、電話、FAX、郵送、インターネット等による受付
はできません。

臨
時
職
員
登
録
の
お
知
ら
せ

区　分

職　種
登録
期間 応　募　資　格 提　　出　　書　　類 雇用

期間等

一 般 事 務 職

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

当町在住か当町への通勤が
可能で昭和28年４月２日以
降に生まれた人
ただし、一般事務職および、
一般事務職（図書館勤務）
については、パソコン（ワー
ド・エクセル）を使える人

履歴書１通（市販の用紙で応募者自
筆のもの） １

回
の
雇
用
期
間
は
６
か
月
ま
で
で
、
職
種
の
重
複
登
録
が
可
能
で
す
。

一 般 事 務 職
（ 図 書 館 勤 務 ）

給 食 調 理 員

ご み 収 集 処 理
作 　 業 　 員

用 　 務 　 員

保 　 育 　 士 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、保育士
証の写しまたは保育士資格取得見込証明書

保 　 健 　 師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、保健師
免許証の写しまたは保健師免許取得見込証明書

看 　 護 　 師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、看護師
免許証の写しまたは看護師免許取得見込証明書

幼 稚 園 講 師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、幼稚園
教諭免許状の写しまたは幼稚園教諭免許取得見込証明書

小・中学校講師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、小・中学校
教諭免許状の写しまたは小・中学校教諭免許取得見込証明書

管 理 栄 養 士 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、管理栄養
士免許証の写しまたは管理栄養士資格取得見込証明書

栄　　養　　士 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、栄養士
免許証の写しまたは栄養士資格取得見込証明書

発 掘 作 業 員
当町在住か当町への通勤が可能で発
掘作業員は昭和18年４月２日、発掘
調査補助員は昭和28年４月２日（経
験者は昭和14年４月２日）以降に生
まれた人で、健康かつ作業に従事で
きる人

履歴書１通（市販の用紙で応募者自
筆のもの）

発掘調査補助員

統 計 調 査 員 当町在住で健康かつ訪問調
査に従事できる人



● 
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臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
７
）

　

平
成
25
年
度
採
用
予
定
の
次
の
職
種
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
る

人
は
、
下
表
を
参
照
の
上
、
採
用
試
験
の

受
験
申
込
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
の
職
種
・
人
員

•
学
童
保
育
指
導
員　
　

・
・
・
若
干
名

•
保
育
所
臨
時
栄
養
士　

・
・
・
若
干
名

•
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
若
干
名

•
老
人
憩
の
家
臨
時
職
員
・
・
・
若
干
名

試
験
の
日
時
・
場
所
等

　

２
月
17
日（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

　

役
場
１
階
第
２
会
議
室　
（
口
述
試
験
）

採
用
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　

～
平
成
26
年
３
月
31
日

※�

臨
時
職
員
の
応
募
は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
受

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

区分
職種 受験資格 提出書類

申込用紙
交付・受付

日時

試
験
方
法

申込用紙付・
受付場所

および問合せ

学 童 保 育 指 導 員

昭和23年4月2日以降に
生まれた人で、町内在住
か通勤可能な人、かつ保
育士資格、幼・小・中学
校教員免許のいずれかを
有する、または平成25
年3月31日までに資格
取得見込みの人

町
指
定
の
受
験
申
込
書

保
育
士
証
・
教
員
免
許
原

本
ま
た
は
資
格
取
得
見
込

証
明
書

１
月
10
日（
木
）～
31
日（
木
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

口
述
試
験

福祉課
内線１２７

保 育 所 臨 時 栄 養 士

昭和28年4月2日以降に
生まれた人で、町内在住
か通勤可能な人、かつ栄
養士資格を有する、また
は平成25年3月31日ま
でに資格取得見込みの人

町
指
定
の
受
験
申

込
書

栄
養
士
免
許
証
原

本
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
証
明
書

ふれあい交流センター
臨 時 職 員 昭和23年4月2日以降に

生まれた人で、町内在住
か通勤可能な人。土・日・
祝日に勤務できる人

町
指
定
の

受
験
申
込
書老 人 憩 の 家

臨 時 職 員
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雪
中
登
山

日
時　
１
月
27
日（
日
）（
小
雨
決
行
）

　

午
前
６
時
50
分
（
時
間
厳
守
）

　
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
改
札
前
集
合

行
先　
金
剛
山
（
歩
行
距
離
約
12
㎞
）

対
象　
町
在
住
・
在
勤
の
人

　
（�

小
学
生
以
上
。
た
だ
し
、
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

参
加
費　
大
人
２
千
円
、
小
学
生
１
千
円

　
（
交
通
費
、
記
念
品
、
写
真
代
等
）

持
ち
物　

�

ア
イ
ゼ
ン
、
弁
当
、
水
筒
、
雨

具
、
靴
は
登
山
用

申
込　
１
月
14
日（
祝
・
月
）～
21
日（
月
）

人
権
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
（
中
央
公
民
館

　

☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

日
時　
１
月
22
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

演
題　
「
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る

　

〜
い
の
ち
の
電
話
相
談
か
ら
～
」

講
師　
社
会
福
祉
法
人

　

奈
良
い
の
ち
の
電
話
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾　

和
人　

氏

第
21
回
生
駒
郡

人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
研
究
大
会

　
　
　
（
中
央
公
民
館

　

☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

日
時　
１
月
25
日（
金
）
午
後
１
時
～

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

内
容　
•
実
践
報
告

　

三
郷
町
立
三
郷
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
川　

和
利　

氏

　
「『
和
太
鼓　

響
』の
活
動
と
人
権
学
習
」

•
記
念
公
演

　
　
「
い
の
ち
の
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
」

　
　
　

教
恩
寺
住
職　

梁
瀬　

奈
　々

氏

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー　
冬
季
特
別
展

小
田
原
市
交
流
展
「（
仮
称
）戦
国
時
代
の

　
　
小
田
原
と
斑
鳩
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

　

小
田
原
市
と
斑
鳩
町
が
文
化
都
市
交
流

協
定
を
締
結
し
て
1
周
年
と
な
る
の
を
記

念
し
て
、
２
月
10
日（
日
）よ
り
「（
仮
称
）

戦
国
時
代
の
小
田
原
と
斑
鳩
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

戦
国
武
将
と
し
て
有
名
な
北
条
早
雲
に

は
じ
ま
る
北
条
氏
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た

小
田
原
城
は
、
全
国
で
も
屈
指
の
難
攻
不

落
の
城
郭
都
市
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
天
正
18（
１
５
９
０
）年
に
豊
臣
秀

吉
の
「
小
田
原
攻
め
」
に
よ
っ
て
落
城
し

た
こ
と
に
よ
り
、
天
下
統
一
が
成
し
遂
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
で
は
、
こ
う
し
た
小
田
原
市
の

歴
史
を
代
表
す
る
北
条
氏
や
小
田
原
城
に

関
係
す
る
歴
史
資
料
を
展
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
小
田
原
市
の
歴
史
を
紹
介
し
、
お

互
い
の
歴
史
を
知
り
合
う
こ
と
を
通
じ
て

相
互
の
交
流
を
進
め
、
よ
り
一
層
の
絆
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

開
催
期
間　
２
月
10
日（
日
）

　

～
３
月
17
日（
日
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

開�

催
場
所　
斑
鳩
文

化
財
セ
ン
タ
ー

　

展
示
室

観
覧
料　
無
料

記
念
講
演
会

　

小
田
原
市
と
の
交
流
展
の
開
催
を
記
念

し
、
小
田
原
市
の
文
化
財
専
門
職
員
等
を

講
師
に
お
招
き
し
て
、
小
田
原
城
や
北
条

氏
を
テ
ー
マ
に
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

開
催
日
時　
２
月
10
日（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
）

開
催
場
所　
斑
鳩
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

参
加
費　
無
料

※�

詳
し
く
は
、
後
日
配
布
予
定
の
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
等
）

を
予
防
し
よ
う

　

感
染
性
胃
腸
炎
は
、
発
症
者
の
嘔
吐
物

や
便
に
触
れ
た
手
に
よ
っ
て
、
口
に
運
ば

れ
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
特
に
冬
か
ら

春
に
か
け
て
は
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
感
染
防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
は
手
洗
い
の
励
行

　

ト
イ
レ
の
後
や
食
事
・
調
理
の
前
な
ど

に
石
鹸
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

※�

も
し
嘔
吐
や
下
痢
症
状
が
あ
れ
ば
早
め

に
受
診
し
、
脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
水
分
補
給
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー（
健
康
対
策
課
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
０
０
０
１
）

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●

● 

催　
し 

●



斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）
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県
内
で
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
架
空
請
求

詐
欺
等
の
振
り
込
め
詐
欺
、
金
融
商
品

等
取
引
等
の
振
り
込
め
類
似
詐
欺
等
の

特
殊
詐
欺
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
11
月
10
日
現
在
、
被
害
件
数

が
55
件
、
被
害
額
は
約
４
億
円
弱
と
、

昨
年
に
比
べ
急
増
し
て
お
り
、
５
月
に

は
「
振
り
込
め
詐
欺
多
発
警
報
」
が
発

令
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

女
性
を
妊
娠
さ
せ
、
示
談
金
が
必
要

●
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
り
ま
す

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い

と
い
う
電
話
は
サ
ギ
で
す
‼

　

一
人
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
落

ち
着
い
て
、
家
族
や
友
人
な
ど
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
少
し
で
も
「
お
か
し

い
」
と
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
１
１
０
番

又
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と

す
る
特
殊
詐
欺
被
害
急
増
中

医療機関への適正受診のお願い
　国保医療課（☎内線１１２〜１１６）

　みなさんが医療機関で受診されたときなどの医療費は、保険税や国からの補助金で支払われています。し
かし、斑鳩町の一人当たりの医療費は毎年増加傾向にあり、国民健康保険の財政状況は大変厳しくなってい
ます。高齢化や医療の高度化により、今後も医療費は増え続けると予想されるため、いかに医療費を抑制し
ていくかが課題となっています。そこで、みなさんには以下のことを参考にしていただき、適切な受診にご
協力をお願いいたします。
１．かかりつけ医をもちましょう
　�　かかりつけ医は、日頃からみなさんとお付き合いすることで、これまでにかかった病気などの診療内容
や検査記録が蓄積されているので、適切な判断のもと最適な治療が受けられます。
２．夜間や休日診療を控えましょう
　�　夜間や休日に安易に救急指定医療機関を受診されると、緊急を要する重
症患者への対応が遅れたり、本当に必要なときに受診できなくなるかもし
れません。急病などのやむを得ない場合を除き、診療時間内に受診するよ
うにしましょう。
３．はしご受診はやめましょう
　�　同じ病気でありながら「この病院は苦手…」などと安易な理由で医療機関を次々と変更して受診する「は
しご受診」をすると、その都度初診料がかかります。また、同じような検査が繰り返されたり、同じよう
な処置や薬が処方されるため、医療費の無駄が生じるばかりか、身体にも負担となります。信頼できるか
かりつけ医をもちましょう。

夜
間
・
休
日
に
納
税
相
談
窓
口
を
開
設

　

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

　

事
情
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
期
内
納
付
が

困
難
で
、
平
日
に
相
談
に
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
の
た
め
に
、
夜
間
・
休
日
納
税

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
が
必
要

な
人
は
ぜ
ひ
利
用
し
て
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
税
の
納
付
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
納
付
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

開
設
日
時

　

夜
間
窓
口

　
　

１
月
15
日（
火
）・
24
日（
木
）・

　
　
　

28
日（
月
）

　
　

２
月
12
日（
火
）・
21
日（
木
）・

　
　
　

25
日（
月
）

　
　

３
月
12
日（
火
）・
21
日（
木
）・

　
　
　

25
日（
月
）

　
　

※
い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で

　

休
日
窓
口

　
　

１
月
27
日（
日
）

　
　

２
月
23
日（
土
）

　
　

３
月
24
日（
日
）

※�
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
及
び
午
後

１
時
～
３
時

開
設
場
所　
役
場
１
階　

国
保
医
療
課

※�

出
入
り
口
は
東
側
玄
関
の
み
と
な
り
ま

す
。

１
月
10
日
は

１
１
０
番
の
日

緊
急
時

　
迷
わ
ず
慌
て
ず

　
　
　
１
１
０
番
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入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
付

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
４
）

　

平
成
25
年
度
に
斑
鳩
町
が
発
注
す
る

「
建
設
工
事
」「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
」「
物
品
製
造
等
・
委
託
業
務
」

の
一
般
（
指
名
）
競
争
入
札
の
参
加
希
望

者
は
、
左
記
の
要
領
で
資
格
審
査
の
申
請

を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
平

成
24
年
２
月
に
申
請
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
２
年
間
有
効
の
た
め
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　
２
月
１
日（
金
）～

　

２
月
15
日（
金
）

申�

請
方
法　
郵
便
ま
た
は
宅
配
便
の
み
の

受
付
（
〒
６
３
６―

０
１
９
８
斑
鳩
町

役
場
企
画
財
政
課
・
入
札
参
加
資
格
申

請
係
ま
で
）

要�

領
配
布　
役
場
企
画
財
政
課
で
配
布
し

ま
す
。

※�

斑
鳩
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tow

n.ikaruga.nara.jp

）

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

第
４
次
斑
鳩
町
行
政
改
革
大
綱（
案
）に

対
す
る
意
見
募
集
の
結
果
に
つ
い
て

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
２
）

　

平
成
24
年
９
月
18
日
か
ら
10
月
５
日
に

か
け
て
、
第
４
次
斑
鳩
町
行
政
改
革
大
綱

（
案
）に
対
す
る
意
見
募
集
を
お
こ
な
っ
た

結
果
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
と
、
ご
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え

方
を
次
の
場
所
で
公
表
し
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
表
の
場
所

　

①
役
場
企
画
財
政
課
窓
口

　

②
中
央
・
西
・
東
公
民
館

　

③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
表
の
期
間　
平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）

　

ま
で

申
し
込
ん
だ
覚
え
の
な
い
健
康

食
品
の
送
り
つ
け
に
ご
注
意
を

《
相
談
内
容
》

●�

「
申
し
込
み
の
あ
っ
た
健
康
食
品
を
代

金
引
換
で
送
る
」
と
見
知
ら
ぬ
業
者
か

ら
電
話
が
あ
っ
た
。

　

�　
「
申
し
込
み
を
し
た
覚
え
が
な
い
」

と
伝
え
る
と
、「
確
か
に
注
文
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
商
品
代
金
は
2
万
円
で

キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
な
い
。
支
払
わ
な

い
と
訴
え
る
」
と
脅
さ
れ
た
。
年
金
暮

ら
し
で
経
済
的
な
余
裕
は
な
く
、
そ
の

よ
う
に
高
価
な
健
康
食
品
を
注
文
す
る

は
ず
は
な
い
。

　

�　
翌
日
、
業
者
が
言
っ
た
と
お
り
、
商

品
が
宅
配
便
で
送
ら
れ
て
き
た
。

《
助
言
内
容
》

•�

健
康
食
品
の
電
話
勧
誘
販
売
で
、
事
例

の
よ
う
に
購
入
の
意
思
表
示
を
し
て
い

な
い
の
に
、
商
品
が
届
け
ら
れ
た
、
ま

た
、
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
送
ら

れ
て
き
た
と
い
う
相
談
が
全
国
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
多
数
寄
せ
ら
れ
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

•�

判
断
力
や
記
憶
力
の
衰
え
た
高
齢
者
を

狙
っ
て
の
勧
誘
も
多
く
、強
引
な
販
売
、

脅
し
も
み
ら
れ
ま
す
。

•�

勧
誘
を
受
け
て
も
購
入
の
意
思
が
な
い

な
ら
、は
っ
き
り
「
い
ら
な
い
」
と
断
っ

て
く
だ
さ
い
。

•�

電
話
勧
誘
販
売
で
は
、
勧
誘
に
先
立
っ

て
、
事
業
者
名
、
勧
誘
を
す
る
者
の
氏

名
、
販
売
す
る
商
品
等
を
告
げ
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

•�

消
費
者
が
承
諾
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
方
的
に
商
品
を
送
り
付
け

ら
れ
た
場
合
、
代
金
支
払
い
の
義
務
は

な
く
、受
け
取
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�

宅
配
業
者
に
事
情
を
伝
え
、
受
け
取
り

を
拒
否
、
販
売
会
社
に
商
品
を
返
送
し

て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

•�

一
旦
、
商
品
を
受
け
取
り
、
代
金
を
支

払
っ
た
後
で
も
、８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、

原
則
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

�　

た
だ
、
連
絡
先
の
記
載
が
な
い
、
連

絡
が
付
か
な
い
場
合
に
は
、
返
金
が
困

難
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

困
っ
た
時
は
…

消
費
生
活
相
談
日
（
斑
鳩
町
）

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

　

た
だ
し
、
第
４
木
曜
日
は
午
前
９
時

　

～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
月
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
日
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員　
田
中　

由
香
利

　

問
合
せ　
住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

●
平
成
24
年
４
月
か
ら

　
�

す
べ
て
の
ご
み
を
祝
日
も
収
集

し
て
い
ま
す

１
月
14
日（
月
・
祝
）

　

�

可
燃
ご
み（
月
・
木
地
区
）、
不
燃
ご
み

（
Ｂ
地
区
）
の
ご
み
収
集
あ
り
ま
す
。

　
環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
４
）

斑鳩町消防団
出初式一斉放水

日時　1月5日（土）
　　　午前11時頃〜
場所　竜田公園　紅葉橋南側
午前９時頃に約
１分間サイレン
を吹鳴します。
ご理解をお願い
します。

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ
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●�
平
成
24
年
分　
所
得
税
の
確
定
申
告
相

談
会
（
集
合
指
導
形
式
）

※�

本
年
は
、
申
告
期
間
中
（
２
月
18
日
～

３
月
15
日
）
に
は
町
内
で
相
談
会
が
お

こ
な
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

日
時　
２
月
６
日（
水
）～
８
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　

２
階
研
修
室

　
　
　
（
興
留
10
丁
目
６―

43
）

対�

象
者　
確
定
申
告
に
お
い
て
、
譲
渡
所

得
の
申
告
を
し
な
い
人

◆�

役
場
で
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相

談
、
書
き
方
の
指
導
は
お
こ
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
用
紙
・
手
引
き
の
配
布
は
２

月
上
旬
か
ら
、
申
告
書
提
出
の
税
務
署

へ
の
取
次
ぎ
は
２
月
18
日（
月
）～
３
月

15
日（
金
）の
申
告
期
間
中
に
限
り
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。（
役
場
か
ら
申
告
書

を
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
申
告
書
を
す

べ
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
う
え
で
お
持
ち

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。）

◆�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

混
雑
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
待
ち
時
間

が
長
く
な
っ
た
り
受
け
付
け
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●�

確
定
申
告
に
は
、
便
利
な
「
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」

の
利
用
を
！

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
コ
ー
ナ
ー

か
ら
電
子
申
告
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直
接
電
子
申

告
が
で
き
ま
す
。

最
高
３
，
０
０
０
円
の
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す

　

本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書

を
付
し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ―

Ｔ

ａ
ｘ
で
お
こ
な
う
と
、
最
高
3
，
０
０
０

円
の
所
得
税
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
一
度
こ
の
控
除
の
適
用

を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。）

添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
で
き
ま
す

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
で

お
こ
な
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源

泉
徴
収
票
等
は
、
提
出
に
代
え
て
記
載
内

容
を
入
力
し
て
送
信
で
き
ま
す
（
確
定
申

告
期
限
か
ら
５
年
間
、
添
付
書
類
の
提
出

ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）。

還
付
申
告
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
処
理
し
ま

す
　
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告

は
早
期
処
理
（
還
付
ま
で
の
期
間
を
３
週

間
程
度
に
短
縮
）
し
て
い
ま
す
。

役
場
税
務
課
か
ら
のお知

ら
せ

（
☎
内
線
１
５
３
）

◆�

２
月
18
日（
月
）か
ら
町
県
民
税
の

申
告
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

申
告
が
必
要
な
人
等
、
詳
し
く
は
来
月

号
広
報
「
斑
鳩
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
償
却
資
産
の
所
有
者
は

　
　
　
　
　
申
告
が
必
要
で
す

　

１
月
１
日
現
在
、
町
内
で
事
業
に
用
い

る
資
産
（
例
え
ば
、
工
場
の
機
械
類
、
商

店
や
事
務
所
の
備
品
類
、
ア
パ
ー
ト
の
付

帯
設
備
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た
駐

車
場
等
）
を
所
有
し
て
い
る
法
人
ま
た
は

個
人
は
、
そ
の
資
産
に
か
か
る
固
定
資
産

税
の
納
税
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
を
し
て
い
る
人
で
申
告
書
や
手
引

き
が
手
元
に
な
い
、
あ
る
い
は
申
告
義
務

が
あ
る
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う

場
合
は
、
放
置
せ
ず
に
、
必
ず
役
場
税
務

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
申
告

義
務
違
反
が
あ
り
ま
す
と
延
滞
金
や
過
料

の
請
求
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　文化財の火災は、放火や周囲
からの飛び火によるものが多い
のが特徴です。世界文化遺産で
ある法隆寺など数多くの文化財
の近くに住む私たちも日ごろか
ら火の元に十分注
意し、不注意やい
たずらから文化財
を守りましょう。

みんなで守ろう文化財

１月26日は「文化財防火デー」
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
受
賞
者

　
（
敬
称
略
）

斑
鳩
町
長
賞

　
　
中　
谷　
　
亮　
慧

　
（
斑
鳩
中
学
校
３
年
）

中
学
生
を
対
象
に
奈
良
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
が
募
集
し
た
作
文
の
な
か
か
ら
、
中

谷
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
奈
良
税
務
署
☎
０
７
４
２
㉖
１
２
０
１
）

申
告
期
限

平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）

1
月
の
納
税

○
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
第
４
期
分
）

　
　
　
　
　

…
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
３
）

○
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
７
期
分
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

（
普
通
徴
収
第
７
期
分
）

　
　
　

…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
７
期
分
）

　
　
　
　
　

…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

1
月
31
日
㈭

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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昔
か
ら
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
ご
近
所
づ
き
あ
い
や
「
地
域

の
絆
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化

や
核
家
族
化
を
背
景
と
し
て
、
都
市
化
や

価
値
観
の
多
様
化
が
進
行
し
、
ご
近
所
づ

き
あ
い
や
地
域
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地
域

に
関
心
を
持
ち
、
自
治
会
で
の
活
動
や
取

り
組
み
に
参
加
し
な
が
ら
、
地
域
を
見
直

す
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
暮

ら
し
で
の
満
足
度
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
″
は
じ

め
の
一
歩
〝
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
住

民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
参
加
と
連

帯
意
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の

ま
ち
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
治
会
で
は
、
防
災
、
防
犯
、
清
掃
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
自
治
会
活
動
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
み
な
さ
ん
で
築
き
上
げ
、
居
心
地
の
良

い
地
域
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
、
近
く
の
他
人
」

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
は
少
な
い
よ
り
多
い

ほ
う
が
楽
し
い
は
ず
で
す
。

　

何
か
あ
っ
た
と
き
だ
け
で
な
く
、
普
段

か
ら
強
い
「
地
域
の
絆
」
を
つ
く
り
ま
せ

ん
か
？

　

自
治
会
に
加
入
す
る
に
は
、
直
接
地
域

の
自
治
会
の
役
員
さ
ん
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
地
域
の
自
治
会
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
総
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

奈
良
県
警
で
は
、
地
域
住
民
の
連
帯
意

識
を
高
め
て
空
き
巣
等
の
被
害
を
未
然
に

防
ご
う
と
、
住
民
が
相
互
に
「
声
か
け
運

動
」
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、
犯
罪
者
が

入
り
込
み
に
く
い
地
域
を
つ
く
る
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
“
絆
”」
運
動
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域

で
は
、「
声
か
け
運
動
実
施
中
」
と
書
か

れ
た
「
の
ぼ
り
旗
」
を
各
地
域
内
に
設
置

さ
れ
、家
の
門
扉
等
に「
声
か
け
防
犯
シ
ー

ト
」
を
掲

示
す
る
こ

と
に
よ

り
、
犯
罪
の
発
生

の
抑
止
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　

現
在
斑
鳩
町
で

も
４
つ
の
地
区
の

自
主
防
犯
団
体
が

こ
の
運
動
に
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
“
絆
”
運
動
の
一

環
と
し
て
、
自
主
防
犯
団
体
、
西
和
警
察

署
、
町
と
連
携
し
て
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
認
知
症
等
を
患
っ
た
行
方
不
明
者

の
早
期
発
見
を
目
的
に
、「
認
知
症
の
徘

徊
老
人
等
の
対
応
講
習
や
訓
練
」
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、西
和
警
察
署
と
町
の
主
催
で
、

自
主
防
犯
団
体
等
の
方
を
対
象
に
、
防
犯

に
関
す
る
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
く
「
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
、
町
内
多
数
の
自
主
防
犯
団
体

が
参
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う

な
自
主
防
犯

団
体
が
、
防

犯
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ

で
は
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル

を
お
こ
な
う

こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
、
地
域
の
絆
が
強
ま
っ
た
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん

の
一
人
ひ
と

り
の
力
で
、

地
域
か
ら
犯

罪
を
な
く

し
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
輪

を
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
総
務
課（
☎
内
線
２
７
１
）

地
域
の
絆
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

～
斑
鳩
町
は
自
治
会
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
～

～
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
“
絆
”」
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
中
～
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糖
尿
病
は
、
最
初
は
自
覚
症
状
が
な
く

進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
進
行
す
る
と
、
全
身
の
血
管

に
負
担
が
か
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
網
膜

症
や
腎
障
害
、
神
経
障
害
な
ど
、
恐
ろ
し

い
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
は
出
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

☆
疲
れ
や
す
い

　

☆
の
ど
が
渇
く

　

☆
尿
の
量
が
増
え
る

　

☆
や
た
ら
食
欲
が
あ
る

　

い
っ
た
ん
糖
尿
病
に
な
る
と
元
に
は
戻

り
ま
せ
ん
。
早
期
に
発
見
し
て
、
進
行
を

食
い
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
糖
尿
病
の
予
防
や
早

期
発
見
に
は
定
期
的
な
検
査
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

糖
尿
病
を
調
べ
る
検
査
と
は
？

　

☆
尿
糖
検
査

　

☆
空
腹
時
や
食
後
の
血
糖
検
査

　

☆
経
口
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験

　

☆
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

　
　
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ

た
ら
、
医
療
機
関
で
適
切
な
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こころの健康相談（予約制）
•こころの病気かどうか心配である
•�最近家族の様子がおかしい、どう接したらよいか分からない
•治療や社会復帰について知りたい
•人とうまくつきあえない、不安やゆううつを感じている
　などの相談に応じています。

●相談日：１月21日（月）
　　　　　２月12日（火）
●時　間：午後１時～３時
●定　員：各２人
●相談員：精神保健福祉士

～子宮がん・乳がん検診無料クーポン券は、利用されましたか？～
※有効期限は2月28日までです。早めに医療機関で受診しましょう。

個
別
栄
養
相
談
（
予
約
制
）

　

高
血
圧
・
高
血
糖
・
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程　
1
月
22
日（
火
）・
30
日（
水
）・

　
　
　

2
月
８
日（
金
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
（
一
人
一
時
間
程
度
）

ス
リ
ム
ア
ッ
プ

　
ヘ
ル
シ
ー
料
理
講
習
会

　

今
の
体
重
か
ら
、
少
し
で
も
減
量
を
考

え
て
い
る
方
等
、料
理
や
運
動
を
通
し
て
、

減
量
の
コ
ツ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

内
容　
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
調
理
実
習
・
軽
い
運
動
）

　
　
　

＊�

Ｂ
Ｍ
Ｉ
計
算
尺
・
レ
シ
ピ
付
テ

キ
ス
ト
・
減
塩
テ
ー
プ
な
ど
の

配
布
あ
り

日
時　
１
月
23
日（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
2
時

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　
先
着
30
人

費
用　
３
０
０
円

持
物　

�

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
、

台
ふ
き
各
１
枚
・
筆
記
用
具

申
込　
１
月
18
日（
金
）ま
で

健
診
で
検
査
結
果
が

「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
と

言
わ
れ
た
ら

　

生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
が
血
糖
値
等

の
改
善
や
悪
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

と
く
に
大
切
な
の
は
体
重
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
運
動
（
身
体
活
動
）、
そ
し
て
、

食
生
活
改
善
で
す
。

　

無
理
せ
ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
確
実
に

実
践
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

●
毎
日
体
重
測
定
を
す
る
。

●
今
よ
り
10
分
多
く
歩
く
。

●
積
極
的
に
階
段
を
使
う
。

●
掃
除
な
ど
、日
常
生
活
で
体
を
動
か
す
。

●
腹
八
分
目
以
下
に
抑
え
る
。

●
野
菜
を
毎
日
し
っ
か
り
食
べ
る
。

●
一
口
30
回
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
‼
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

双 子 ク ラ ブ 1月22日㈫ 10：00～
　11：30

健
診
の
受
付
簿
は
受
付
開
始
時
間
の
30
分
前
に
出
し
ま
す
。

多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：前日まで

2歳6か月児健診
（歯科） 1月24日㈭ 13：00～

　13：15 Ｈ22年4・5月生

〇歯科診察、フッ素塗布
※希望者のみ保護者の歯科診察あり
持物： 母子健康手帳、問診票、コップ、
　　　歯ブラシ
対象者には個人通知します。

乳 幼 児 相 談
（個　別）

1月25日㈮ 9：30～
　11：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談

申込：前日まで
2月15日㈮ 13：30～

　15：00

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 1月31日㈭ 13：00～

　13：30 Ｈ21年4・5月生
〇内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布等
持物： 母子健康手帳、問診票、朝一番の尿、

歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 2月5日㈫ 13：30～

　15：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
定員：80人　　申込：1/15㈫から

わんぱく広場

2月13日㈬

9：45～
　10：00 Ｈ24年2・3月生

○ 発達と育児のポイントについての話（し
つけ、卒乳等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

13：15～
　13：30 Ｈ24年8・9月生

○ 発達と育児のポイントについての話（赤
ちゃん体操等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

2月14日㈭ 13：15～
　13：30 Ｈ24年6・7月生

○ 発達と育児のポイントについての話（歯
みがき、事故防止等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

☆詳しくは保健センターまで問い合わせてください。

献
血
車
が
来
ま
す

日
時　
１
月
29
日（
火
）

　
　
　

斑
鳩
町
役
場

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

対
象　
16
～
69
歳
の
人

　

※�

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
人
は
60
～
64

歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人

　

※�

本
人
の
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証
な

ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
特
に
献
血
者
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

冬
期
に
お
け
る
血
液
の
確
保
の
た
め
、

成
人
式
を
迎
え
る
「
は
た
ち
」
の
若
者
を

中
心
に
、
広
く
皆
様
に
対
し
て
「
は
た
ち

の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
お
こ
な
い
ま

す
。

日本脳炎予防接種はお済みですか？
今年度は小学2年生・3年生のお子さんに日本脳炎予防接種の案内をおこなっています。
接種がまだの人は、早めに受けましょう。
※�平成7年6月1日～平成19年4月1日生まれで、1期・2期の接種が終わっていない人は、20歳未満ま
での間、接種を受けることができます。

一般不妊・不育治療費の一部助成を行っております。詳しくは保健センターへ問い合わせてください。

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
25
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　
　
２
月
28
日

　
～ 

冬
の
献
血
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い 

～



1月号
平成25年１月１日発行

（通巻568号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₅₂₀人
　　（前月比　＋₆）
　　男₁₃ , ₅₅₈人
　　女₁₄ , ₉₆₂人

　 　₁₁ , ₁₄₆世帯
　　（前月比　＋14）
（平成24年11月30日現在）
問い合わせ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
�　0745�1011
※かけ間違いに注意！

近ごろ本紙に地域の取り組み
の記事が増えてきました。特
に子どもやお年寄りを、地域
で守らなければと考えている
人が増えてきているようで
す。向こう三軒両隣だけでな
く、地域みんなで安全、安心
を守る輪がさらに広がる年に
なればいいですね。

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
Eメール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745-74-1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）
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た

　

学
童
期
・
思
春
期
は
、
心
身

の
成
長
・
発
達
が
著
し
く
、
食

習
慣
の
基
礎
を
身
に
着
け
る
時

期
で
す
。

　

学
校
給
食
や
体
験
学
習
な
ど

を
通
し
て
「
食
」
へ
の
関
心
を

持
ち
、
食
べ
物
へ
の
感
謝
を
育

む
こ
と
や
家
族
と
食
事
を
楽
し

ん
だ
り
食
事
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
生
活
リ
ズ
ム
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、
家
族
そ
ろ

っ
て
食
事
を
す
る
機
会
が
少
な

く
な
り
、
一
人
で
食
事
を
し
た

り
、
朝
食
を
食
べ
な
い
な
ど
の

問
題
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
が

連
携
し
、
食
べ
る
楽
し
さ
や
食

へ
の
関
心
を
深
め
、
望
ま
し
い

食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に

（栄養価：
　一人あたり25kcal）

～ みんなが喜ぶヘルシー料理レシピ ～
〈☆焼ききのこと水菜の和えもの☆〉

（作り方）
❶�生しいたけは石づきを取りフライ
パンで両面焼き、せん切りする。

❷水菜は水洗いし３㎝に切る。
❸�ひじきは水で戻し、さっとゆでて
おく。

❹調味料Ａを合わせ、❶❷❸を和えてしばらくおき、ゆずの皮
をみじん切りにして混ぜる。

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　編さんが始まって今年で
　　　1300年を迎える地誌の
　　　名前は？　　〈１月12日必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・
広報クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選
で２人に図書カードをプレゼントします。プレ
ゼントの当選は、発送をもってかえさせていた
だきます。
　　　12月号のクイズの答　ソーラークッカー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数15）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

材料（４人分）
生しいたけ	 100ｇ
ひじき（乾）	 12ｇ
水菜（生食用）	 120ｇ
Ａ　しょうゆ	 大さじ1
　　だし汁	 大さじ1
ゆずの皮	 少々

し
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

①�

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
」
を
習
慣
づ
け
、
規
則
正

し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ

け
る
。

②�

体
験
学
習
や
食
に
関
わ
る
活

動
を
通
し
、
食
へ
の
興
味
と

関
心
を
も
つ
。

③�

日
常
生
活
に
必
要
な
基
礎
的

な
知
識
や
調
理
の
仕
方
を
身

に
つ
け
る
。

④�
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
食
べ

る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

⑤�

食
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を

選
択
で
き
る
能
力
を
身
に
つ

け
る
。

⑥�

食
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
育
む
。

⑦�

年
中
行
事
（
正
月
・
誕
生
日
・

お
ひ
な
さ
ま
・
七
夕
等
）
に

合
わ
せ
た
食
事
を
経
験
す
る
。

⑧�

よ
く
噛
む
こ
と
や
歯
み
が
き

の
大
切
さ
を
身
に
つ
け
る
。

斑
鳩
町
食
育
推
進
計
画

食
育
サ
ロ
ン

　

旬
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
体

験
。

日
時　
１
月
28
日（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　
40
人

※�

申
込
不
要
。
試
食
が
な
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
。

「
望
ま
し
い
食
生
活
の
定
着
」

　
学
童
期
・
思
春
期

（
お
お
む
ね
７
～
18
歳
）


